
今後の感染症対策について 

社会情勢を踏まえ、国立市教育委員会、市内小中学校校長会、学校医の先生等関係機関と連携を密にし、今後

の方針が決定次第、文書等でお知らせいたします。それまでは 8 月 27 日に配布した「緊急事態宣言の延長に伴う

新型コロナウイルス感染症対策のご協力のお願い」に基づいて教育活動を進めてまいりますので引き続き、ご理

解、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

   

  

  

 

 

  

 「学びをとめない、心をはなさない」 
副校長  清原 周栄  

コスモスやひがん花などの秋の花が学校の至る所に彩りを添えてくれています。

この季節になると私は、国語の教科書の一節、「忘れられたように咲いていたコス

モスの花（『一つの花』より）」「ひがん花が赤いきれのように…（『ごんぎつね』よ

り）を思い出します。この季節ならではの風景を観察してみると新たな発見がある

かもしれません。ぜひ、この機会にお子さんと一緒に教科書の感想を話し合った

り、保護者の方が小学生だった頃に読んだことのある本などを紹介したりするなど

して「秋の夜長」を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

さて、今回の道徳授業地区公開講座は緊急事態宣言下であり、残念ながら、保護

者の皆様に授業を参観していただくことができませんでした。当日の道徳授業では、全学級で「主として人

との関わりに関すること」をねらいとする授業を行いました。どの学級も多様な考え方を話し合うことを通

して、友達の考えに共感したり、より良い考えを見出したりするなど自分の考えを活発に発言する姿が見ら

れました。また、4時間目には、コロナ禍においても「学びをとめない」取組の一つとして、国立第七小学

校初となる記念すべき第一回オンライン講演会を行いました。「LGBTQ を切り口にした多様性」をテーマに

鈴木茂義先生からご講演をいただきました。参加された保護者の皆様からたくさんの感想をいただき、心か

ら感謝を申し上げます。ありがとうございました。講演会では、子供たちから相談を受けた時の大人の関わ

り方についてお話がありました。その中で子供たちの心を支える大人の心構えとしては、「子供の悩みの専

門家は子供自身である。」という視点に立って、曖昧さ、迷い、揺れが共存している中で、対話や質問を通

して子供の考えを整理してあげることが大切だということでした。その際、相談者への具体的な言葉かけに

ついてもご教示いただきました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

上記の言葉かけに共通することは、相手の考えを共感的に受け止め信頼関係を築きながら、解決の糸口を

一緒になって探そうとする聞き手の姿勢です。困ったことや心配なことがあるときには、まず誰かに相談で

きる場所や人がいるということが重要です。その時の相談相手が担任、養護教諭、スクールカウンセラーを

はじめとする本校の教職員となるよう、子供たちの気持ちに寄り添った指導を心がけてまいります。引き続

き、保護者、地域の方々と連携しながら「子供たちの学びをとめない、心をはなさない」教育活動を進めて

まいります。今後とも本校の教育活動にご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。 
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＜相談に来てくれた子に対して＞ 

「教えてくれてありがとう。」「勇気を出したね。」「今、一番困っていることは何？」 

「私にやってほしいことは何？」「私にやってほしくないことは何？」「他に知っている人は誰？」 

＜相談を聞く中で＞ 

「私も知らないことがあるから、教えてほしいな」「まだ話せる？続きは今度にする？」 

「そういう風に考えているんだね。」「私のやり方で間違いがあるときは教えてね。」 

「まず、何からできそう？」「Ａ作戦とＢ作戦があるんだけど、どちらがいい？」 

「あ、そうなんだね。」「分からないことがあるの。聞いてもいい？」 

校庭に咲いたコスモス 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８日(月) クラブ活動  
SOSの出し方教室（５年） 

１９日(火) 特別時程  
      ブラッシング指導（１年・くるみ①） 
２０日(水) 午前授業  

ブラッシング指導（３・くるみ②） 
２１日(木) 特別時程 
２２日(金) 読書月間始（～11/12）遠足（１年） 

ブラッシング指導（５年） 
２５日(月) クラブ活動 
２６日(火) ５時間授業 遠足（３年） 
２７日(水) 遠足（２年） 
２８日(木) 午前授業 就学時健康診断  
２９日(金) ５時間授業 遠足予備日（１年） 

※社会状況に応じて、変更となる可能性があります。その都度、メールや学年だより等
でお知らせいたします。 

 １日(金) 特別時程 

 ４日(月) 安全指導 委員会活動 

 ５日(火) 特別時程 

 ６日(水) 桜守校外学習（１・２年） 

 ７日(木) 稲刈り（５年）  

歯科講話（２・４・６年） 

８日(金) 午前授業 

１１日(月) クラブ活動  

１２日(火) ５時間授業 校外学習（３年） 

      くるみ午前授業 

１４日(木) 稲刈り予備日（５年） 

１５日(金) 校外学習（４年） 

１６日(土) 特別時程 午前授業  

避難訓練（防災訓練）  

 

 

 

 

【１０月の予定】 

生活指導より                         生活指導部  

 毎日のご家庭での健康観察や、体調管理にご協力いただきありがとうございます。 

 七小では、２学期初めから緊急事態宣言中での感染症対策の一つとして、校庭での検温票のチェックを続

けて行っています。開門前の密状態を解消できるように、各ご家庭で登校時刻を調整していただいているお

かげで、スムーズに確認が進んでいます。ありがとうございます。引き続き、毎朝の検温と観察票へのご記

入をよろしくお願いします。「おはようございます」と元気に登校する子供たちですが、「心の調子はどうか

な」「疲れは溜まっていないかな」と、２学期始めに実施したアンケートも確認しながら、一人一人の十分な

健康観察を引き続き実施していきます。 

給食の際は、「無言配膳」「無言給食」を徹底しています。６年生の給食当番が喋らずに配膳を行っている

様子や、静かに順番を待っている様子をお手本とした動画を撮影し、全校児童が視聴しました。立派な６年

生の姿の真似をして、全学年が静かに配膳できるようになってきました。ですので、お昼の時間帯の校舎は

とても静かです。 

引き続き、子供たちが安心して登校し学校生活を送れるよう、今後もご家庭でのご協力をいただきながら、

力を尽くしてまいります。 

読書月間が始まります            図書担当  

10月 25日(月)より、読書月間が始まります。図書室では、本の消毒を行った

り、座席の位置を互い違いにしたり、休み時間の利用学年を事前に決めたりし

て、感染症対策に取り組んでいます。期間中は、朝の 10分間、朝読書に取り組

みます。読書月間中は、図書室で借りた本や学級文庫の本、家から持ってきた本

や、市の図書館で借りた本などを読んでもよいことになっています。その他、図

書委員会の取組として、「BOOKパズル」というものを行います。内容は、クラス

全員が図書室の本を読み、読んだ本を返却するとピースを貰え、全員のピースを

繋ぎ合わせると、絵が完成するというものです。また、学年によっては、くにた

ち中央図書館の方をお招きしての「おはなし会」などもあります。この機会に、

たくさんの本にふれ、本の世界に入り込むようにじっくりと読むという経験を

たくさん重ねてほしいと思っています。 

  

 


